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〈
〉
研
究
ノ

l
ト
1

龍
谷

長
擦図
註書

鵠
』存

に覚
つ著

て

法
然
(
一
三
三
ニ

1
一
二
一
二
)
に
よ
っ
て

開
顕
さ
れ
た
専
修
念
仏
を
探
梅
す
る
浄
土
宗
は
、

聖
人
没
後
多
く
の
門
弟
に
よ
っ
て
宗
派
・
学
派

が
形
成
さ
れ
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程

に
お
い
て
門
弟
の
な
か
で
は
、
法
然
の
浄
土
教

思
想
を
明
ら
か
に
し
た
主
著
で
あ
る
『
選
択
本

願
念
仏
集
』
(
以
下
、
『
選
択
集
』
と
略
称
)
の

書
写
と
出
版
、
さ
ら
に
は
解
説
書
が
執
筆
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
法
然
浄
土
教
の
展
開
に

関
し
て
は
、
親
鷺
を
祖
と
す
る
真
宗
に
お
い
て

も
、
親
鴛
自
ら
が
主
著
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証

文
類
』
(
以
下
、
『
教
行
信
証
』
と
略
称
)
「
化
巻
」

の
後
序
に
『
選
択
集
』
の
書
写
を
許
さ
れ
た
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
(
『
真
聖
全
」
二
巻
二
O
二

頁
)
。
そ
し
て
真
宗
の
展
開
に
お
い
て
『
選
択

集
』
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
理
解
を
見
る
こ
と

JlI 
添

泰
信

が
で
き
る
の
が
、
本
願
寺
第
三
世
覚
如
(
一
二

七一

i
一
三
五
こ
の
子
、
存
覚
(
一
二
九
0

1
一
三
七
三
)
の
撰
で
あ
る
『
選
揮
註
解
紗
』

(
以
下
、
『
註
解
紗
』
と
略
称
)
で
あ
る
。
こ
の

『
註
解
紗
」
は
存
覚
の
『
選
択
集
」
理
解
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
初
期
真
宗
に
お

け
る
法
然
浄
土
教
の
理
解
が
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
法
然
門
下
に
お
け

る
『
選
択
集
」
理
解
の
比
較
を
通
じ
て
、
各
門

弟
の
具
体
的
な
日
本
に
お
け
る
浄
土
教
の
理
解

を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
註
解
紗
』
は
そ
の
書
名
が
示
し
て
い
る
よ
う

に
『
選
択
集
』
の
註
釈
書
で
あ
る
。
『
存
覚
一
期

記
』
に
、四
十
九
歳
唱
、
三
月
、
議
後
国
府
守
護 第37号

前
、
与
法
花
宗
対
決
之
了
、
御
門
弟
依
望

申
、
忌
其
揮
、
改
名
字
号
悟
一
出
対
了
、

法
花
衆
屈
、
何
当
方
弥
繁
昌
、
其
次
作
決

智
抄
了
、
仮
名
報
恩
記
・
至
道
抄
川
町
一
選

揮
註
解
抄
脳
等
也
、
顕
名
抄
者
、
明
光
於

京
都
所
望
之
問

(
『
真
宗
史
料
集
成
』
一
巻
八
七
五
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
存
覚
四
十
九
哉
の
時

に
制
作
さ
れ
た
著
作
と
し
て
知
ら
れ
、
暦
応
元

年
(
一
三
三
八
)
に
備
後
へ
下
向
し
た
折
に
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
。
存
覚
が
備
後
へ
招
か
れ

た
の
は
、
「
法
華
問
答
」
が
大
き
な
目
的
で
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
備
後
山
南
(
現
υ

広

島
県
福
山
市
沼
隈
町
)
の
光
照
寺
の
慶
願
(
明

尊
)
の
請
い
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

真
宗
史
上
に
お
い
て
「
教
行
信
証
』
の
註
釈
書

の
鴨
矢
が
「
六
要
紗
』
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
『
選

択
集
』
の
註
釈
書
も
ま
た
存
覚
に
端
を
発
す
る
。

『
註
解
紗
』
に
つ
い
て
は
、
江
戸
期
の
聖
教
目
録

等
に
も

①
一
雄
「
真
宗
正
依
典
籍
集
」
(
一
六
二
凶
年
成

立
)選
揮
註
解
紗
五
巻
同
所
光
照
寺
慶
願
明

尊
所
望
(
『
真
宗
全
』
七
四
巻
、
八
頁
)

②
慧
空
『
選
揮
集
叢
林
記
』
内
『
選
揮
集
抄
記

目
録
』
(
一
六
九
三
年
成
立
)

暦
応
元
年
夏
作
選
揮
註
解
抄
五
帖
、
常
楽

台
一
期
記
ニ
ア
リ
、
与
行
観
抄
同
年
也
、
滅

後
百
二
十
六
年
(
「
真
宗
全
』
一
七
巻
、
五
五

三
頁
)

③
知
空
『
真
宗
録
外
聖
教
目
録
』
存
覚
法
師
作

条
(
成
立
年
不
明
)

選
揮
註
解
紗
(
『
真
宗
全
』
七
四
巻
、
二

頁
)

④
玄
智
『
浄
土
真
宗
教
典
誌
」
巻
一
(
一
七
七

八
年
成
立
)

選
揮
集
註
解
紗
五
巻
常
楽
台
存
覚
上
人
、

応
山
南
光
照
寺
慶
願
請
草
之
、
寛
文
二
年
梓

行
(
『
真
宗
主
七
四
巻
、
己
四
頁
)

等
の
よ
う
に
、
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

今
日
で
は
現
存
す
る
古
写
本
の
数
や
、
そ
れ
ら

の
内
容
の
異
同
お
よ
び
関
係
性
な
ど
、
書
誌
的

な
面
か
ら
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
先
行
研
究
お
よ

び
現
存
す
る
古
写
本
に
つ
い
て
そ
れ
ら
の
特
徹

お
よ
び
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
註
解
鯵
』
の
古
写
本
に
つ
い
て
複
数
の
諸
本

を
挙
げ
て
最
初
に
論
じ
た
の
は
鷲
尾
教
導
氏
で

あ
る
。
鷲
尾
氏
は
、
『
註
解
金
の
撰
述
者
が
存

覚
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
古
来
よ
り
異
議
が

な
い
と
し
本
派
本
願
寺
所
蔵
の
三
種
の
古
写
本

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

〈
イ
〉
イ
ソ
シ
マ
本
第
一
・
第
四
・
第
五
巻

の
三
冊

(
第
五
巻
奥
書
)

此
一
部
五
帖
当
寺
開
山
存
覚
上
人
/

御
述
作
也
難
為
一
流
之
秘
本
懇
望
/

之
問
書
与
釈
賢
意
処
也
/
寛
正
四
歳

繰
八
月
晦
日
記
之
/
釈
明
覚
(
花
押
}
乱

世
巳
後
イ
ソ
シ
マ
彦
太
郎
寄
進
之
ス

〈
ロ
〉
顕
恵
本
第
三
巻
の
一
冊

〈
ハ
〉
応
永
本
第
一
・
第
二
・
第
三
・

第
四
・
第
五
巻
の
五
冊
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〈
第
一
巻
奥
書
〉

掛
嘉
慶
三
年
目
白
月
六
白
書
写
了
/
応

永
二
十
二
年
五
月
二
十
九
日
以
二
本

書
之
先
老
/
御
草
随
尋
得
令
之
恭

謹
以
写
之
/
一
交
了
伝
領
口
(
花

押
)
/
記
之

〈
第
二
巻
奥
書
〉

鵠
康
応
元
年
四
七
月
十
一
日
早
朝
書
写

了
/
此
本
以
賢
日
本
写
之
故
存
覚
上

人
御
/
草
也
仰
悦
尋
出
感
得
此
本
間

加
書
写
了
/
応
永
廿
二
年
六
月
七
日

写
功
了
/
松
下
隠
土
/
一
校
了
ロ

(
花
押
)
/
初
練
ヱ
写
置
本
以
以
外
文

言
点
等
無
口
之
間
以
或
/
本
令
尚
交

合
之
処
則
其
謬
多
之
悉
改
写
了

〈
第
三
巻
奥
書
〉

琳
廉
応
元
年
配
三
月
十
二
日
/
此
本
大

谷
口
門
借
用
書
写
之
先
老
御
草
/

依
難
有
写
之
一
交
了
/
応
永
廿
年

六
月
十
四
日
ロ
(
花
押
)
/
最
初
写

本
難
得
其
意
合
点
等
有
之
/
仰
先
老

令
加
点
口
本
感
得
之
問
不
絶
感
/
悦

写
而
校
合
了
註
詑
以
之
可
為
亀
鑑

〈
第
四
巻
奥
書
〉

奥
云
応
永
廿
三
歳
以
賢
忍
本
書
写

之
/
愚
昧
口
口
(
花
押
)

〈
第
五
巻
奥
書
〉

奥
云
応
永
廿
二
年
以
大
谷
口
門
書
写

之
来
合
了
/
竹
隠
々
士
/
ロ
(
花
押
)
)

(
/
は
改
行
)

こ
の
う
ち
、
〈
イ
〉
に
つ
い
て
は
、
二
冊
を
失

っ
て
い
る
が
「
イ
ソ
シ
マ
本
」
と
い
う
名
称
は

三
冊
す
べ
て
に
「
イ
ソ
シ
マ
彦
太
郎
寄
進
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
第
五

巻
の
奥
書
か
ら
寛
正
四
年
(
一
四
六
三
)
明
覚

書
写
本
と
し
て
い
る
。
次
に
〈
ロ
〉
に
つ
い
て

は
、
「
こ
れ
は
第
三
の
一
冊
の
み
に
し
て
表
紙
下

部
に
釈
顕
恵
の
三
字
あ
る
外
蹴
更
に
な
し
」
と

い
う
こ
と
か
ら
常
楽
寺
第
九
世
顕
恵
の
所
持
本

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
〈
ハ
〉
に
つ
い

て
は
、
〈
イ
〉
や
〈
ロ
〉
と
は
異
な
る
奥
書
が
す

べ
て
の
巻
に
記
さ
れ
た
五
巻
揃
い
の
完
本
で
あ

る
。
書
写
年
時
は
五
巻
す
べ
て
に
明
記
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
時
に

第
三
巻
(
応
永
二
十
年
六
月
十
四
日
)

第
一
巻
(
応
永
二
十
二
年
五
月
二
十
九
日
)

第
二
巻
(
応
永
二
十
二
年
六
月
七
日
)

第
五
巻
(
応
永
二
十
二
年
)

第
四
巻
(
応
永
二
十
三
年
)

の
順
で
応
永
二
十
年
1
二
十
三
年
(
一
四
一
一
一
一

1
一
四
一
六
)
の
聞
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
し
か
も
、
書
写
す
る
に
際
に
元
に
な

っ
た
原
本
に
つ
い
て
は
、
大
谷
本
・
賢
忍
本
の

二
本
の
名
前
が
挙
が
っ
て
お
り
、
巻
に
よ
っ
て

異
な
っ
た
原
本
に
依
っ
て
書
写
し
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
奥
書
に
出
る
「
除

士
」
の
号
か
ら
筆
者
を
「
常
楽
寺
系
の
人
の
伝

写
」
と
仮
定
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
原
本

の
状
態
か
ら
は
筆
者
名
が
判
読
し
難
く
、
そ
の

他
の
検
討
材
料
も
乏
し
い
こ
と
か
ら
断
定
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
鷲
尾
氏

に
よ
り
、
本
派
本
願
寺
所
蔵
の
三
種
の
古
写
本

は
、
い
づ
れ
も
室
町
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
、
と
く
に
応
永
本
に
つ
い
て
は
存

覚
の
没
年
か
ら
わ
ず
か
四
十
年
後
に
書
写
さ
れ

た
古
写
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
『
註
解
紗
』
の
古
写
本
の
存
在
は
、

そ
の
内
容
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
極
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
次
に

今
日
の
現
存
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た

い
。
『
古
写
古
本
真
宗
聖
教
現
存
目
録
』
(
以
下
、

『
現
存
目
録
』
と
略
称
)
に
よ
れ
ば
、
現
存
が
確

認
さ
れ
て
い
る
『
註
解
鈴
』
の
古
写
本
で
室
町

時
代
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
も
の
は
以
下
の
六
本

で
あ
る
。〈A
〉
京
都
府
龍
谷
大
学
蔵
室
町
初
期

書
写
本
五
巻
五
冊

〈B
〉
京
都
府
龍
谷
大
学
蔵
室
町
末
期

書
写
本
五
巻
五
冊

〈
C
〉
大
阪
府
光
徳
寺
蔵
室
町
時
代

書
写
本
五
巻
五
冊

〈
D
〉
大
阪
府
光
徳
寺
蔵
室
町
初
期

書
写
本
第
四
巻
一
冊
(
残
欠
)

〈E
〉
京
都
府
常
楽
寺
蔵
室
町
末
期

書
写
本
四
巻
四
冊

〈
F
〉
滋
賀
県
福
田
寺
蔵
室
町
末
期

書
写
本
五
巻
五
冊

こ
こ
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
鷲
尾
氏
が
紹

介
し
た
本
派
本
願
寺
所
蔵
の
三
種
の
古
写
本
の

『
註
解
紗
』
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
所
在
が
問
題
に
な
る
の

だ
が
、
右
記
の
〈
A
〉
龍
谷
大
学
所
蔵
室
町
初

期
書
写
本
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は

鷲
尾
氏
が
紹
介
し
た
三
種
の
古
写
本
と
非
常
に

近
似
し
た
書
誌
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
『
現
存
目
録
』
に
よ
っ
て
〈
A
〉
の
奥

書
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈
第
一
巻
〉
詩
嘉
慶
三
年
出
口
月
六
日
書
写
了
/
応

永
廿
二
年
五
月
廿
九
日
以
戒
本
書
之

先
老
/
御
草
随
尋
得
令
校
之
悉
謹
以

写
之
/
伝
領
玄
有
(
花
押
)

〈
第
二
巻
〉
諦
康
応
元
年
配
七
月
十
一
日
早
朝
書
写

了
/
此
本
以
賢
慧
本
写
之
故
存
覚
上

人
御
/
草
也
依
口
尋
出
感
得
此
本
間

加
害
写
了
/
応
永
廿
二
年
六
月
七
日

写

功

了

松

下

陰

土

玄

有

(

花

押
)
/
一
校
了
/
初
条
ニ
写
置
本
以

置
本
以
外
文
言
点
等
無
元
之
間
以

或
/
本
可
有
交
合
之
処
則
其
謬
多
之

悉
改
写
了

〈
第
四
巻
〉
乱
世
以
後
イ
ソ
シ
マ
教
太
郎
寄
進
之
突

〈
第
五
巻
〉
此
一
部
五
帖
当
寺
開
山
存
覚
上
人
/

御
述
作
也
難
為
一
流
之
秘
本
懇
望
/

之
問
書
与
釈
賢
意
処
也
/
寛
正
四
歳

紙
八
月
晦
日
記
之
/
釈
明
覚
(
花

押
)
/
乱
世
巳
後
イ
ソ
シ
マ
教
太
郎

寄
進
之
突

こ
の
内
容
は
、
原
本
の
状
態
に
よ
り
判
読
不

可
と
し
た
点
(
口
と
表
示
)
や
「
彦
太
郎
」
を

「
教
太
郎
」
と
判
読
し
た
点
な
ど
小
異
は
あ
る
も

の
の
、
基
本
的
に
は
鷲
尾
氏
が
紹
介
し
た
〈
イ
〉

と
〈
ハ
〉
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
巻
に
つ
い
て
は
、
『
現
存

q
h
 



目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
備
考
の
項
目
に

「
第
三
巻
表
紙
に
釈
額
恵
と
あ
り
」
と
あ
っ
て
、

表
紙
に
「
釈
顕
恵
」
と
示
さ
れ
て
い
る
点
、
さ

ら
に
奥
書
が
な
い
と
い
う
点
で
〈
ロ
〉
と
一
致

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
A
〉
が
有
す
る
奥
書

な
ど
の
書
誌
的
内
容
は
先
に
見
て
き
た
〈
イ
〉

〈
ロ
〉
〈
ハ
〉
の
古
写
本
そ
れ
ぞ
れ
が
有
し
て
い

た
特
徴
と
一
致
し
て
お
り
、
第
一
巻
・
第
二
巻

が
〈
ハ
〉
、
第
三
巻
が
〈
ロ
〉
、
第
四
巻
・
第
五

巻
が
〈
イ
〉
に
よ
っ
て
五
巻
を
成
し
て
い
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
鷲
尾
氏
が
紹
介
し
て
い

た
時
点
で
は
本
派
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

三
種
の
『
註
解
紗
』
が
何
ら
か
の
事
情
で
混
合

さ
れ
て
取
交
本
と
成
り
、
今
日
で
は
龍
谷
大
学

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
鷲
尾
氏
が
紹

介
さ
れ
た
三
種
の
古
写
本
は
今
日
で
は
一
種
に

集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
今
日
、
現
存
す
る
『
註
解
紗
』
の

古
写
本
は
、
『
現
存
目
録
』
の
記
述
の
と
お
り
少

な
く
と
も
六
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
年
紀
が
明
記
さ
れ
て
い
る
最
古
の
古
写

本
は
〈
A
〉
で
あ
り
、
存
覚
の
自
筆
本
は
今
日

で
も
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
書
写
年
時
の
上
限

は
室
町
時
代
の
初
期
を
遡
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
『
註
解
紗
』
の
思
想
内
容
と
し
て
は
、
全
五
巻

一
一
一
一
項
目
よ
り
成
り
、
重
要
な
文
章
の
解
釈

を
述
べ
て
要
義
を
通
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、

所
々
に
問
答
を
設
け
て
そ
の
奥
旨
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
各
項
目
を
『
註
解
紗
』
に
基
づ
い

て
述
べ
れ
ば
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
巻
(
三
七
項
目
)

題
目
、
題
下
の
一
四
字
(
二
項
目
)

第
一
教
相
章
(
二
五
項
目
)

第
二
正
雑
二
行
章
(
十
項
目
)

第
二
巻
(
四
九
項
目
)

第
三
本
願
章
(
一
九
項
目
)

第
四
三
輩
章
(
五
項
目
)

第
五
利
益
章
(
七
項
目
)

第
六
特
留
念
仏
章
(
十
項
目
)

第
七
摂
取
章
(
八
項
目
)

第
三
巻
空
一
八
項
目
)

第
八
三
心
章
(
三
八
項
目
)

第
四
巻
(
六
二
項
目
)

第
九
四
修
章
(
八
項
目
)

第
一

O

化
讃
章
(
七
項
目
)

第
二
讃
嘆
章
(
一
九
項
目
)

第
二
一
念
仏
付
属
章
(
二
八
項
目
)

第
五
巻
(
二
五
項
目
)

第
一
三
多
善
根
章
(
三
項
目
)

第
一
四
証
誠
章
(
コ
一
項
目
)

第
一
五
護
念
章
(
七
項
目
)

第
二
ハ
名
号
付
属
章
(
二
項
目
)

総
結
、
後
序
(
一
項
目
)

ま
た
各
章
を
「
浄
土
三
部
経
」
に
基
づ
い
て
、

左
記
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

一
、
『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
関
連
す
る
段

(
『
真
聖
全
」
五
巻
一
五
O
頁
)

「
第
三
本
願
章
」
、
「
第
四
三
輩
章
」
、

「
第
五
利
益
章
」
、
「
第
六
特
留
念
仏
章
」

二
、
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
に
関
連
す
る
段

(
同
一
六
回
頁
)

「
第
七
摂
取
章
」
、
「
第
八
三
心
章
」
、

「
第
九
四
修
章
」
、
「
第
一

O

化
讃
章
」
、

「
第
二
讃
嘆
章
」
、
「
第
一
二
念
仏
付

属
章
」

三
、
『
仏
説
阿
弥
陀
経
」
に
関
連
す
る
段
(
同

二
一
八
頁
)

「
第
一
一
一
一
多
善
根
章
」
、
「
第
一
四
証
誠

章
」
、
「
第
一
五
護
念
章
」
、
「
第
一
六

名
号
付
属
章
」

す
な
わ
ち
「
第
一
教
相
章
」
、
「
第
二
正

雑
二
行
章
」
に
つ
い
て
は
何
ら
分
類
を
施
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
総
結
」
と
言
わ

れ
る
「
三
選
の
文
」
に
は
左
記
の
よ
う
に
釈
し

て
い
る
。速
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
せ
ば
、
二
種

の
勝
法
の
中
に
、
且
ら
く
聖
道
門
を
聞
き

て
、
選
ぴ
て
浄
土
門
に
入
れ
(
教
相
章
の

釈
)
浄
土
門
に
入
ら
ん
と
欲
は
ぱ
、
正
雑
二
行

の
中
に

1
名
を
称
す
れ
ば
必
ず
生
ず
る
こ

と
を
得
、
備
の
本
願
に
依
る
が
故
に
(
正

雑
二
行
章
の
釈
)

さ
ら
に
「
第
三
本
願
章
」
の
釈
に
つ
い
て
、

こ
の
二
行
の
な
か
に
選
揮
す
る
と
こ
ろ
の

正
宗
の
念
仏
を
も
て
、
第
三
の
本
願
の
章

の
法
体
と
し
(
『
真
聖
全
』
五
巻
二
二
九
頁
)

と
正
雑
二
行
か
ら
選
揮
さ
れ
た
正
定
業
で
あ
る

称
名
念
仏
こ
そ
が
、
「
第
三
本
願
章
」
の
法
体

で
あ
る
と
し
、
続
い
て
、

そ
の
一
法
に
を
の
/
¥
種
々
の
利
益
に
し

た
が
へ
、
一
々
の
功
徳
に
つ
き
て
、
し
も

の
諸
門
を
ひ
ら
く
な
り
。
(
同
)

と
、
「
第
三
本
願
章
」
以
下
の
章
は
正
定
業
で

あ
る
称
名
念
仏
に
お
け
る
種
々
の
利
益
・
功
穂

に
つ
い
て
説
く
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。と
こ
ろ
で
、
『
選
択
集
』
の
研
究
史
に
お
い
て
、

『
選
択
集
』
の
中
心
は
ど
の
章
に
な
る
の
か
と
言

う
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
1
.
二

行
章
が
中
心
で
あ
る
説
と
し
て
『
選
択
集
決
疑

妙
』
(
良
忠
)
、
『
選
択
集
講
義
』
(
深
励
て
さ
ら

に
2
.
本
願
章
が
中
心
で
あ
る
説
と
し
て
『
選

択
集
決
疑
紗
見
聞
』
(
持
阿
)
、
『
選
択
集
私
記
』

(
行
観
)
、
『
選
択
集
通
津
録
』
(
慧
雲
て
さ
ら
に

3
.

第
二
、
三
章
が
中
心
で
あ
る
説
と
し
て

『
選
択
集
叢
林
記
』
(
慧
空
)
、
「
選
択
集
昨
非
紗
』

(
了
詳
)
、
「
選
択
集
戊
寅
記
』
(
僧
朗
)
、
『
選
択

集
水
月
記
」
(
円
月
)
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
。

『
註
解
紗
」
で
は
、

十
六
の
章
段
の
中
に
は
、
こ
の
章
正
宗
な

り
、
「
選
揮
本
願
念
仏
集
』
と
云
へ
る
題

目
、
此
章
の
意
、
此
章
の
意
を
顕
は
す
が

故
な
り
。
余
の
所
談
は
皆
此
章
を
助
成
す

る
な
り
。

司

J

(
『
真
聖
全
」
五
巻
一
五
O
頁
)

と
示
す
よ
う
に
、
「
第
三
本
願
章
」
が
『
選
択

集
』
の
正
し
く
宗
致
で
あ
り
、
『
選
択
集
」
と
い

う
題
号
も
本
章
の
義
を
顕
す
た
め
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
る
の
で
、
以
下
、
「
第
三
本
願
章
」
に

つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
そ
の
冒

頭
に
お
い
て
、

今
の
章
に
は
其
の
正
行
の
中
に
、
正
業
の

念
仏
を
以
て
弥
陀
の
本
願
と
し
、
往
生
の



正
業
と
す
る
義
を
顕
す
な
り
。
(
同
)

と
、
正
行
の
中
の
正
定
業
で
あ
る
称
名
念
仏
こ

そ
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
誓
わ
れ
た
行
で
あ
り
、

正
し
く
浄
土
へ
の
往
生
行
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

る
。
本
願
章
の
随
文
解
釈
す
る
中
で
、
重
要
だ

と
思
わ
れ
る
の
は
、

是
の
如
く
往
生
の
行
種
々
不
同
に
し
て
具

さ
に
述
ぷ
べ
か
ら
ず
。
即
ち
今
は
前
の
不

施
・
持
戒
乃
至
孝
養
父
母
等
の
諸
行
を
選

ぴ
捨
て
て
、
専
称
仏
号
を
選
ぴ
取
る
。
故

に
選
擦
と
云
ふ
也
。
(
『
真
聖
全
』
五
巻
一
五
四
頁
)

に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
に
つ
い

て、

正
く
選
揮
本
願
の
義
顕
也
。
き
れ
ば
弥
陀

の
本
願
は
専
称
仏
号
也
、
専
称
名
仏
号
の

外
は
往
生
の
正
因
に
非
ず
。
此
義
を
成
ず

る
を
此
集
の
所
詮
と
す
る
也
。
(
同
)

と
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
『
選
択
集
』

の
文
こ
そ
が
選
捧
本
願
の
義
で
あ
る
と
し
、
阿

弥
陀
仏
の
本
願
は
称
名
念
仏
が
往
生
の
正
因
で

あ
り
、
そ
の
他
の
行
は
往
生
の
正
因
で
は
な
い

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
義
こ
そ

が
、
『
選
択
集
』
の
表
す
と
こ
ろ
で
あ
る
と
述
べ

る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
章
に
は
、
「
仏
説
無
量
寿
経
』
に
説

か
れ
る
第
十
人
願
と
そ
の
成
就
文
を
次
の
よ
う

に
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
十
方
衆
生
」
と
云
は
、
普
人
悪
人
・
有

智
無
智
・
有
罪
無
罪
・
男
女
・
老
少
、
一

切
有
情
を
摂
す
る
言
也
。
「
至
心
信
楽
欲

生
」
と
云
は
三
信
な
り
、
『
観
経
』
に
説

く
と
こ
ろ
の
三
心
則
是
也
。
所
調
至
心
は

是
至
誠
心
、
是
真
実
心
な
り
。
信
楽
は
探

心
、
こ
れ
深
信
の
心
也
。
欲
生
は
廻
向
発

願
心
、
こ
れ
願
往
生
の
心
な
り
。
「
乃
至

十
念
」
と
云
は
行
体
を
顕
は
す
。
名
号
を

称
す
る
事
上
一
形
を
尽
し
下
十
念
に
い
た

る
ま
で
、
み
な
往
生
の
闘
な
り
。
(
同
一

五
0
1
一
五
一
頁
)

「
諸
有
衆
生
」
と
云
は
十
方
衆
生
な
り
。

「
聞
其
名
号
」
と
云
は
南
無
阿
弥
陀
仏
を

聞
也
。
「
信
心
」
と
云
は
至
心
也
。
「
歓
喜
」

と
云
は
信
楽
也
。
「
乃
至
一
念
」
と
云
は
、

乃
至
十
念
の
願
な
ほ
一
念
に
至
極
す
る
事

を
顕
は
す
也
。
「
至
心
回
向
」
と
云
は
、

加
来
他
力
の
回
向
な
り
。
「
願
生
彼
国
」

と
云
は
欲
生
の
心
な
り
。
此
三
信
を
発
す

れ
ば
、
如
来
利
他
の
回
向
に
依
て
即
往
生

を
得
と
云
也
。
(
同
一
五
六
頁
)

で
あ
る
。
こ
こ
で
説
か
れ
る
事
に
つ
い
て
、
ま

ず
第
十
八
願
文
の
解
釈
は
「
乃
至
十
念
」
が
往

生
の
悶
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
以
外
、
随
文
解

釈
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に

対
し
て
成
就
文
で
は
、
十
方
衆
生
が
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
の
名
号
を
聞
き
、
至
心
・
信
楽
・
欲

生
の
三
心
を
発
し
て
乃
至
一
念
す
れ
ば
、
阿
弥

陀
仏
の
利
他
の
同
向
に
よ
っ
て
往
生
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
正
し
く
先
の

文
で
阿
弥
陀
仏
の
本
願
(
第
十
八
願
)
に
は
称

名
念
仏
一
行
が
往
生
の
正
困
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
表
し
た
上
で
、
こ
の
第
十
八
願
成
就
文
で

は
、
衆
生
が
称
名
念
仏
と
三
心
を
発
す
る
な
ら

ば
如
来
廻
向
よ
り
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

。

平
成
三
十
五
(
二

O
三
三
年
度
本
研
究
所
の
研
究
計
画
は
、
指
定
研
究
二
件
(
継
続
二
)
、

常
設
研
究
三
件
(
継
続
三
)
、
特
別
指
定
研
究
三
件
(
継
続
三
)
、
共
同
研
究
四
件
(
継
続
二
、
新
規

一
己
、
そ
し
て
個
人
研
究
一
件
(
新
規
一
)
が
設
置
さ
れ
、
合
計
十
三
件
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

構
成
さ
れ
た
。
次
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
計
画
の
も
と
、
総
研
究
員
数
二
三
三
名
の
協
力
に
よ
っ

て
推
進
さ
れ
る
。

本
研
究
所
は
研
究
事
業
と
し
て
、
仏
教
文
化
講
演
会
を
七
月
十
一
日
に
第
八
十
副
(
「
「
法
滅
」
か

ら
の
再
生
|
東
大
寺
再
建
に
お
け
る
西
行
を
中
心
に
|
」
)
を
、
ま
た
十
一
月
二
十
八
日
に
第
八
十

一
回
「
真
宗
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
|
生
き
る
喜
び
の
成
就
|
」
を
開
催
し
て
い
る
。

研
究
成
果
と
し
て
『
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
二
集
に
共
同
研
究
他
の
報
告
論
文
八
編
の

他
、
仏
教
文
化
講
演
会
の
講
演
記
録
を
収
め
た
。
普
本
叢
書
と
し
て
は
、
『
中
世
歌
書
集
』
(
責
任
編

集
者
大
取
一
馬
氏
て
ま
た
仏
教
文
化
研
究
叢
書
と
し
て
は
『
戒
律
を
知
る
た
め
の
小
辞
典
」
(
責

任
編
集
者
浅
田
正
博
氏
)
、
『
対
人
援
助
を
め
ぐ
る
実
践
と
考
察
』
(
責
任
編
集
者
古
川
悟
氏
)

が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
永
年
の
研
究
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
一
文
を
も

っ
て
も
明
確
で
あ
る
。

因
願
に
は
か
く
の
ご
と
く
十
念
と
説
た
る

を
、
願
成
就
文
に
は
「
乃
至
一
念
」
と
説

け
り
。
是
易
行
の
中
の
易
行
を
顕
は
す
こ

と
ぱ
也
0

・
:
(
中
略
)
:
・
さ
れ
ば
往
生
の

為
に
は
又
別
の
因
な
し
、
至
心
・
信
楽
・

欲
生
の
心
を
以
て
乃
至
一
念
せ
ん
者
、
皆

悉
往
生
す
べ
し
。(
『
真
聖
全
』
五
巻
一
五
一
頁
)

た
だ
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
第
三
本
願

章
」
で
は
他
に
も
重
要
な
こ
と
が
多
く
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
総
別
二
願
・

〈

〉

研

究

概

要

報

選
揮
摂
取
・
難
易
勝
劣
・
念
声
是
一
な
ど
で
あ

る
が
、
『
註
解
紗
」
で
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
存
覚
の
『
選
択
集
』
に
対
す
る
問
題
意
識
が

知
何
に
あ
っ
た
か
と
い
う
事
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
本
論
は
、
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

紀
要
』
第
五
二
集
所
載
の
「
指
定
研
究
『
選
揮

註
解
紗
』
の
研
究
」
を
ペ
!
ス
に
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
現
今
で
は
研
究
途
上
の
も
の
で
あ
り
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
共
同
研
究
の
成
果

と
し
て
発
表
を
予
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

主ヒ
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